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研究成果の概要 

創発的研究支援事業である微量の新規マクロファージ（ReMa細胞）に基づく全身虚血性疾患治

療の構築について、我々はこの血管再生を担うReMa細胞を同定し新たな血管再生治療法の開発

に取り組んでいる。2024年度の研究成果を以下に報告する。尚、論文作成および国際特許申請

準備中のため詳細な結果の記載は控える。 

① 運命決定因子の発現・機能解析 

 末梢血単核球中の単球からReMa細胞へと転換させる因子Bの絞り込みをSingle cell解析に

て実施し候補因子を複数発見した。ReMa細胞特異的遺伝子探索については、因子Aの阻害実験に

より血管形成が阻害されることを明らかにした。 

② 生体外ReMa増幅培養法の開発 

単核球からReMa細胞が培養される過程において、培養期間後期に発現する遺伝子群を発見し

た。論文作成および特許申請準備中のため詳細は明らかにできないが、引き続き分析中である。 

③ 生体内ReMa細胞増幅治療薬の開発 

 疾患特異的なReMa細胞の動向を明らかにするため糖尿病マウスを用いて生体内のReMa細胞

を解析した。論文執筆中のため詳細は伏せるが、疾患によってReMa細胞の数や機能が異なるこ

とが示唆された。 

 

上記結果よりReMa細胞運命決定因子の同定が固まりつつあり、生体内で単球・マクロファー

ジをReMa細胞へ変換させる機序解明を前進させることができた。また、本研究の結果も加える

ことでReMa細胞の国内特許を取得したことは大きな成果である。 
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